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m＝：7の場合に移ると、付随するグラフ構造は一段と複雑さを増し、解集合Ω7の豊富さに驚か
される。事実、次の結果を証明することができる。



















































































































配 3 4 5 6 7
1 1 29
P鷹
　1－
R0
　1
W40 60，4801，995，840 1，556，755，200
　S2m上の確率変数iとs2の（m→。。のときの）振舞いをみる手がかりとして、その期待値
を計算しよう。
補題3．S2M上のランダムな置換（ai）に対し、
i）　E［　a，］　＝　“．　2，M2．一，i　k　＝　m一　一i｝　（i　＝　O，　1，・・　・，2m　一　1）；
ii）　varl　a，　］　＝＝　“．　2，M2＝一，i　k2　一　（m　一　g）2　＝　g（m2　一t）　（i　＝　o，　i，・・　・，2m　一i）；　；
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1iii）aiとaj（i≠ノ）の相関係魏ま・ρ＝一Qm．1となる・
　補題3の証明は容易なので、ここでは省略する。
金墨　S2M上のランダムな置換から生じる芳とs2の期待値は次式で与えられる。
・）咽一・〔一S〕・
ii）E団一〔m2一去〕〔　　　　　　　m＋31－　　　3（m　一　1）（2m　一　1）〕・
遡・）桔｛熱慧・・’｝一・m－1・講・・iから
咽一（・一1）・（一S）一・（m一門）が従う．
・・）まず・置換（ai）の・次形式であ…を・α’　rE同一a「（m一圭あ’覗…・・m
　（ただし、α2．＝αoと約束する）を用いて書き直す。
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鎖の形と数の定和性に関する問題
（m　一　i）s2　＝　1．lli．i　（（a2i－2　＋　a2i－i　t　a）一（2m－1）一躍
　　　　　＝　1．i　（（a2i－i　＋　（i　m　」1；）（a2i－2　＋　a2i）　一　」li　；．：　＊a2j］2
　　　　　・薯｛（α嘉・（1一払吻誤測
　　　　　＋21．1　／（1　一　一」II）a2i一　（a2i－2　＋　a2i　）　＋　（1　一　il；）2　a2i－2　a2i　一　ill　：1．；　“　a2i－1a2j
　　　　　　　　一（1一⊥）⊥Σ・（α、i．2＋α、i）α、ノ＋「与Σ・Σ魎」α、／｝
　　　　　　　　　　m　m　／　　　　　　　　　　　m　jく　プ
ここで・ 閨魔ﾍ｛…1・…・m－1｝＼｛i－1・i｝上をノが動くときの和を示す・
補題3の公式（Var［ak］＝σ2と一時的におく）を適用すると、この式の期待値は次のように
なる：
（m　一　1）E［s2］　＝　m（1　＋　2（1　一　ili）2　＋　！！ltf2　］a2
　　　　　　＋2mpo2（20　一一　；）　＋（1　一．　1）2　一　1！！」’ii　Z2　一（1　一　．］II）2S／t！　一22m　一　2）　＋　11t．！！一：1；jY＝一1｝）一　2）（￥　一　3）］
　　　　　　．　302　（．　一　1）　＋　pu2　（．　＋　3）　＝　g（m2　一　i）（3（m　一　1）　一　・gl．ii！1一＋一31　］
・うして・E団の公式鱒かれる・
§4．おわりに
　問題1および問題2を著者が考察するに至った経緯について、授業での実践と学生の熱心な
取り組みを踏まえて、少し付言させていただきたい。
1）週刊朝日連載の秋山仁先生のコラム（1996年9月6日号）のおかげで、m・・5の場合の問
題2（五輪のマークに1から9までの数を入れて、定和性を成り立たせる問題）に最初興味を
抱き、直ちに奇数のmに問題を一般化して補題2を証明した。この内容を1996年秋、愛知教育
大学応用数学の授業において紹介した。
2）次の年度、m＝5の場合の問題2を前期試験の一問題として出題し、浜松医科大学一年生
100名ほどによる答案の山の中から、4通りもの解を見出し、補題2で与えられる（ai）の他に、
まだ3つもの解がある事実に一驚した。
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3）1997年冬休みのレポート課題として、上記4通りの解で全部尽されるのかどうか、前節で
述べたランダムな置換の観点を織り込んで、問いかけた。提出されたいろいろなレポートの中
で特筆すべきは、D5＝4の結果を証明した一学生が、もっとわかりゃすい方法を見つけたので
新しく書き直して来ましたと、再度レポートを提出したこと。このレポートを旧作と比べなが
ら詳しくたどって行く途次、問題の背後に浮かびあがるグラフ構造に気付くことができた。そ
してm＝6，7の場合にも解を探索して、その多様さ（D6＝10，D7＝65の結果としてまとめら
れる）に驚嘆し、年度の最後の授業で、§2で述べたのと類似の「グラフに基づく方法」を紹
介した。
3）1998年夏、問題2よりもむしろ円状に配置した鎖の輪に関する問題1の方が、種々の対称
性を帯びることになり（特に補題1の有効性）、数学の問題としても興味深くなると考え、この
論文に結実する結果を得た次第であります。
謝辞　断続的ではあるが、2年にもおよぶ著者のこの問題への取り組みに関して、飛躍の切っ
掛けを与えてくれた管田美由紀さん（愛知教育大学総合科学課程4年生）にまず感謝申しあげ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たい。そして教師生活25年間の著者がこれまでに出会ったものの中で、最高の出来映えを示す
レポートの一つを書いてくれた佐藤幸恵さんを始めとして、熱心に授業を聞き、レポート課題
に多くの時間を費やして取り組んでくれた学生諸君、一人一人に心から感謝申しあげたいと思
います。
　論文の構成に関して、レフェリーから貴重な助言をいただきましたことに、深く感謝致しま
す。
　最後に清書と作図の労をとっていただいた鴨藤江利子さんに感謝の言葉を一言申し述べて、筆
をおくことに致します。
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